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よ
う
な
厳
し
い
環
境
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
何
と
し
て
も
我
々
地
方

に
活
力
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
知

恵
を
出
し
合
い
頑
張
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
執
行
部
と
市
議
会

も
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
案
件

や
方
向
性
は
一
致
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
議
会
が
行
政
の
監
視
役

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
常
に
前
向

き
な
政
策
提
言
を
行
う
な
ど
、
皆

様
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
な
が
ら
政
策
提
言
型
の
議
会
を

目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
議

員
の
力
量
ア
ッ
プ
が
益
々
重
要
で

す
。
今
回
五
名
の
新
し
い
議
員
も

誕
生
し
ま
し
た
。
新
し
い
風
も
期

待
さ
れ
ま
す
。
任
期
四
年
を
待
た

ず
結
果
を
出
し
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の
勉
強

会
も
新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
市
政
運
営
は
執
行
部
と
議
会

の
共
同
作
業
で
す
。
水
俣
市
議
会

は
肩
の
力
を
抜
か
ず
に
走
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
水
俣
市
発
展

の
た
め
に
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層

の
ご
理
解
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
議
長
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

こ
の
た
び
第
三
十
代
議
長
に
選

任
い
た
だ
き
ま
し
た
福
田
斉
で
ご

ざ
い
ま
す
。
六
十
有
余
年
の
歴
史

と
伝
統
の
水
俣
市
議
会
の
議
長
を

拝
命
し
、
あ
ら
た
め
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感

す
る
毎
日
で
す
。
戦
後
の
日
本
は

都
会
へ
人
と
物
を
集
中
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
経
済
を
刺
激
し
、
国

の
発
展
へ
と
繋
げ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
中
央
へ
の
過
度
な
一

極
集
中
が
今
は
地
方
の
疲
弊
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
水
俣
市
も

数
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
の
か
か
ら
な
い
人
口
減

少
、
地
域
経
済
の
低
迷
、
そ
れ
に

伴
う
雇
用
機
会
の
減
少
な
ど
依
然

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
、
五
月
十
三
日
改
選
後
初

の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
議
員

各
位
の
推
挙
に
よ
り
、
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
身
に

余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も

に
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

議
長
を
支
え
公
正
公
平
な
議
会
運

営
と
開
か
れ
た
議
会
の
推
進
・
円

滑
な
議
事
運
営
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
主
義
主
張
は
違
っ
て
も

市
民
の
利
益
と
安
心
安
全
の
た
め

に
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
進
め
、

協
調
性
を
念
頭
に
時
に
は
歩
み
寄

り
、
妥
協
を
し
な
が
ら
常
に
前
進

す
る
活
発
で
信
頼
さ
れ
る
市
議
会

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
国
の
地
方
創
生

と
い
う
命
題
の
も
と
、
地
方
自
治

体
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変

化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
行
政
と
議

会
が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
そ
の

変
化
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
水
俣

ら
し
い
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
特

色
あ
る
施
策
の
展
開
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
次
の
四
年
間
は
地
方

都
市
に
と
っ
て
生
き
残
り
を
か
け

た
大
変
重
要
な
時
期
だ
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口

減
少
対
策
を
は
じ
め
、
雇
用
問

題
・
観
光
・
環
境
・
医
療
・
福
祉

の
充
実
・
農
業
・
教
育
・
災
害
対

策
な
ど
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
つ

け
を
残
さ
な
い
住
み
よ
い
水
俣
の

実
現
に
向
け
、
議
長
を
は
じ
め
新

人
議
員
の
新
し
い
発
想
と
市
民
生

活
に
直
結
し
た
女
性
議
員
、
経
験

豊
富
な
議
員
全
員
の
総
合
力
を
発

揮
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
な
お
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

水
俣
市
議
会
議
長

福
田　

斉

水
俣
市
議
会
副
議
長

谷
口　

眞
次

就任のごあいさつ就任のごあいさつ
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議会の構成が決まりました。５月臨時会
５月13日（水）、議員改選後初めての臨時会を開き、正副議長、各委員会の構成などが決まりました。

正副議長　　　議長　福田　斉　　　副議長　谷口　眞次
常任委員会
委員会名 所管事項 正副委員長 委　　　　員

総務産業
定数８人

総務企画部、産業建設部、農業委
員会、会計課、選挙管理委員会、
監査事務局、議会事務局、水道局
の所管事項に関すること

（委員長）
岩阪　雅文 小路　貴紀 髙岡　利治 松本　和幸

（副委員長）
中村　幸治 田中　　睦 藤本　壽子 野中　重男

厚生文教
定数８人

福祉環境部、教育委員会、総合医
療センターの所管事項に関するこ
と

（委員長）
田口　憲雄 福田　　斉 塩﨑　達朗 牧下　恭之

（副委員長）
谷口　明弘 桑原　一知 髙岡　朱美 谷口　眞次

議会運営委員会
所管事項 正副委員長 委　　　員

議会運営、議会の会議規則・委員会
条例等、議長の諮問に関すること

（委員長）
野中　重男 谷口　明弘

（副委員長）
田口　憲雄 藤本　壽子

特別委員会
委員会名 所管事項 正副委員長 委　　　　員

公害環境
定数７人

水俣病対策及び環境保全に関す
る諸問題の調査

（委員長）
松本　和幸 小路　貴紀 田中　　睦 野中　重男

（副委員長）
藤本　壽子 桑原　一知 髙岡　利治

高速交通
定員８人

南九州西回り自動車道の建設に
関する諸問題の調査

（委員長）
中村　幸治 塩﨑　達朗 谷口　明弘 岩阪　雅文

（副委員長）
牧下　恭之 髙岡　朱美 田口　憲雄 谷口　眞次

水俣市議会
政治倫理条
例検証
定数９人

水俣市政治倫理条例に関する事
項

（委員長）
牧下　恭之 田中　　睦 松本　和幸

（副委員長）
藤本　壽子 髙岡　利治 中村　幸治

桑原　一知 田口　憲雄 野中　重男

人事
臨時会では、次の人事案に同意しました。
○監査委員　福山　勲税理士（白浜町）、髙岡利治議員（丸島町）
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●水俣市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例

厚生労働省令の一部改正に伴うもので、条文中の「又は看護師」を「看護師又は准看護師」
に改めるものです。

●水俣市介護保険条例の一部を改正する条例

介護保険法施行令の一部改正などに伴うもので、介護保険料が一部改定されました。

●水俣市営住宅条例の一部を改正する条例

牧ノ内団地３号棟の建設による住民への供用開始に伴うもので、現在木造平屋35棟を低層
耐火２階53棟に改めるものです。

●九州看護福祉大学分校誘致に関する請願（採択）

●安保関連法案の廃案を求める意見書提出に関する陳情（継続）

●九州電力に対して水俣市民説明会の開催を求める決議に関する陳情（採択）

≪条例≫

≪請願≫

≪陳情≫

平成27年度　会計別補正予算
（千円）

会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計 192,189 14,969,411

国民健康保険 △4,264 4,600,052

介護保険 △9,595 3,466,339

公共下水道 △7,936 1,517,342

水道事業（収益的支出） △2,832 399,139

全会一致で全会一致で
可決された補正予算・条例など可決された補正予算・条例など
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厚 生 文 教厚 生 文 教総 務 産 業総 務 産 業
　条例の改正１件、補正予算３件、請願１件
●平成27年度水俣市一般会計補正予算中付託分

　・人事異動に伴う人件費の調整
　・放課後児童健全育成事業
　・水俣病教訓発信事業
　・埋蔵文化財発掘調査事業　　など
質疑―学童クラブの基準単価の変更内容は
答弁―幾つかの費目があり、開所日数加算額、長

時間開所加算額、障がい児受入推進事業の
単価が変更。

質疑―環境分析委託料の調査内容は
答弁―毎年、市内の34カ所の採水調査を行なって

いるが、今年、１月に明神地区の土壌から
水銀が検出されたので、今年は９カ所を追
加で行う。

　　　検査項目に対し、基本的には、重金属関係
のカドミウム、シアン、鉛、六価クロム、
ヒ素、総水銀、アルキル水銀の７項目を調
査予定。

質疑―教育総務課事業の水俣市立第一中学校の
「生きる力」を育む研究指定事業の内容は

答弁―具体的には、道徳教育や体験事業を通じた
活動。子どもたちの主体的に考える力、活
動する力を研究。さらに、その成果を公開
授業などで他の学校に発表し、普及させる。

●請第２号九州看護福祉大学分校誘致に関する請願

意見①：大学の誘致により、水俣芦北地域におけ
る医療従事者等の人材育成、雇用の促進な
ど、地域への波及効果も期待されるため、
賛成であるという意見。

意見②：請願の趣旨に基本的には賛成。水俣芦北
地域振興計画等の計画内での位置づけや設
立場所、市の財政負担など、多くの調査す
べき問題もある。現段階では、関係団体な
どと議論し検討する時間が必要であるとの
意見がある。

採決：賛成多数で採択すべきものと決定。

●平成27年度水俣市一般会計補正予算中付託分

質疑―コミュニティバス改修補助金は新たにバス
を購入するためのものか、現在のバスを改
修するためのものか

答弁―バス購入予算については当初予算で計上、
今回の改修補助金は、平成15年から順次開
始している６台のバスについて、塗装や内
装整備などの補助金である。

質疑―久木野寒川地区小水力発電設備設置の経過
状況は

答弁―設計段階であり、12月中には機械を設置、
来年１月には発電テストを行う予定。

質疑―発電した電気の活用方法については
答弁―約３キロワットの発電量を予定、寒川水源

亭の約６割程度の電力を賄える。
質疑―農地等災害復旧費補助金は農地を保全する

目的なのか
答弁―その通りである。補助金は、40万円以上の

復旧工事費が必要な場、農地を保全するた
め補助対象費の50％を補助する。

質疑―現段階で耕作されていることが前提か
答弁―耕作されているということが補助対象になる。
●陳第２号　安保関連法案の廃案を求める意見書

については、継続審査とした。審査の中で
この法案は「日本国憲法第９条の専守防衛
を逸脱している」という意見や「この法案を
十分国民に知ってもらうために国会は延長と
なっている。今の段階で賛成、反対という
状況ではない」との意見で継続審査となる。

　　　　また、法案の賛否以前に政府は国民への
説明責任が果されていないということで、
安全保障関連法案の慎重審議を求める意見
書を別途提案した。

●陳第３号　九州電力が原子力発電所を再稼働す
るのであれば、近隣市町村への説明会を行
い、住民への不安を取り除いていただき
たいとの意見があり、全員異議なく採択し、
決議書を提出。

請願及び意見書などについては８ページを参照
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●湯の児観光浮桟橋照明設置工事
 １６５万円

　一昨年設置された浮桟橋の階段などの暗さ
を解消する照明
工事を実施しま
す。熊本県が行う
カラー舗装工事と
並行で進め、電気
ケーブルの埋設を
行うなど、景観に
配慮した工法で実
施します。

●水俣出水観光連携協議会負担金
 １４５万円

　観光客が水俣・出水の両市を行き交うこと
で観光の活性化を図る取り組みとして４年目
を迎えます。写真コンテストの開催や現在掲
載されている
旅行専門雑誌
「じゃらん」の
掲載内容をリ
ニューアルし
て、積極的な観
光 PR による観
光客増につなげ
ます。

●小水力発電設備設置補助金
１，０００万円

　久木野・寒川地区において、３キロワットの
小水力発電設備を設置
します。当面は昼間に
発電する電力を寒川水
源亭に供給する計画で
す。総事業費は地元負
担と合わせて約1,300
万円、本年12月に設備
設置の予定です。

●発掘調査測量等業務委託料

 ９，８９６万円

　昭和60年にひばりヶ丘の山中から多数の坩
堝（るつぼ）と古銭が出土しました。調査の
結果、明治期に薩摩藩のみに流通していた琉
球通宝をここでつくっていた可能性があるこ
とがわかりました。平成29年着工の南九州西
回り自動車道にかかるため、本格的な再調査
が行われるものです。費用については全額国
が負担します。

●環境分析委託料

 １８万円

　かつてチッソ㈱水俣工場から排出された
カーバイト残渣が市内数カ所に埋設されまし
た。これまで市が継続的な水質調査を行って
おり、異状は認められませんでした。
　しかし、平成26年に、民間の調査で明神地
区の土壌から基準を大幅に超える水銀値が確
認され、３月議会でも指摘されたため、今回
ポイントを９カ所増やして市が実施するもの
です。

湯の児浮桟橋

主なもの主なもの

朱書き部分が追加されました

ひばりヶ丘採掘場所地図

寒川水源亭

【左】平成24年度版 【右】平成25年度版
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●コミュニティバス改修費補助
 ８５０万円

　「環境首都」水俣・芦北地域創造事業の補
助金を活用して、現在保有しているコミュニ
ティバス６台の車体塗装、シート交換、日よ
けカーテンなどの改修を随時行います。
　また、市内情報をわかりやすく伝えるため
にモニターを設置します。
　なお、平成27年度当初予算の事業として新
たに１台、平成28年３月をめどに導入します。

●バス観光ルートパンフレット印刷他
 ７０万円

●梅雨前線豪雨災害復旧費
 ５，６３８万円

　公共土木施設21カ所、農林水産施設８カ所
にて道路、河川、農地、林道等の応急および
復旧工事を実施します。
　なお、緊急性の高い公共土木施設18カ所につ
いては別途、予備費を充用して実施しています。

全員協議会を開催しました
（６月12日、25日）

１．水俣市文化会館の改修工事について

　　平成24年度に実施した耐震診断の結果、建
物自体は耐震基準を満たしていましたが、吊
り天井の構造不備を指摘されたため、改修工
事を行うものです。

　　平成27年度に設計業務を行い、平成28年度
の工事を予定しています。

２．水俣市防災行政無線整備の概要について

　　開局後19年が経過しており、老朽化の懸念
と情報伝達能力の低下を防ぐため、現行のア
ナログ式をデジタル式に施設を更新します。
また、戸別受信機の全戸配備も計画されてい
ますが、予算措置については今後の検討事項
となります。工事は平成27年10月以降に着手
予定です。

３．第６次水俣・芦北地域振興計画について

　　昭和53年の閣議了解に基づき、これまで５
次37年にわたり、地元市町とともに計画を策
定し、熊本県の具体的提案として国に提出し
てきました。

　　平成27年～ 32年の６カ年で取り組まれる第
６次計画の概要について説明を受けました。

４．水俣市まち・ひと・しごと創生総合戦略の

策定について

　　少子高齢化の対応や人口減少の歯止め、各
地域で住みよい環境を確保するため、総合的
かつ計画的に推進する計画を策定します。当
市では平成27年10月末までに策定することに
なります。

　　地方版総合戦略については、議会と執行部
が連携することが重要と策定手引きに記され
ています。

５．山海館の事業停止に伴う現況について

　　４月15日に破産手続き申立て準備が告示さ
れ、現在のところ再建に関しての詳しい情報
はありません。市としては元従業員について、
住居や再就職の相談を受けて、随時対応して
います。

補正予算の補正予算の

コミュニティバス

薄
原
斜
面
崩
壊

宝
川
内
新
屋
敷
里
道

斜
面
崩
壊　
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 意見書  
「安全保障関連法案」の慎重審議を求める意見書

　政府は第189回通常国会に、「国際平和支援法案」と「平和安全法制整備法案」の２法案を提出し

ました。これらの法案は自衛隊法改正案など10法案を一括したものであります。

　今回、国のあり方を左右する重要案件の決定に際して、現状では広く国民の理解が得られるような

状況にはないと考えます。このような日本の将来を左右する重要な問題は、国民に情報を公開し、政

府の考えをわかりやすく説明した上で、時間をかけて国民的な議論を尽くすことを求めます。

　よって、本市議会は、集団的自衛権の行使を容認する２法案の制定について慎重審議を求めるも

のであります。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

 決議書  

九州電力株式会社による水俣市での住民説明会開催に関する決議書

　九州電力株式会社は2013年７月８日、川内原子力発電所１・２号機の再稼働へ向けた適性審査を

原子力規制委員会に申請し、2014年９月10日、原子力規制委員会は審査書を取りまとめました。こ

れを受けて、同年11月７日、鹿児島県議会は再稼働推進陳情を採択し、同日、伊藤祐一郎鹿児島県

知事は再稼働受け入れを表明しました。

　しかし、福島ではいまだ12万人の人々が故郷を奪われたままであり、放射能は放出され続けてい

ます。これだけの被害を出しながら、原因の究明も中途半端なままで原子力発電再稼働を進める電

力業界に対して、国民の同意が得られているとは到底言えません。

　川内原子力発電所については、地震問題、火山問題、過酷事故対策、使用済み燃料、避難計画など、

安全上の問題が数多く指摘されています。川内原子力発電所から40㎞の距離にある水俣市民は、再

稼働されることに不安を持っています。

　再稼働を前提とした核燃料の装荷は７月初旬に行われ、８月中旬に再稼働と言われています。住

民への十分な説明がないままに、再稼働に踏み切ることは、公的責任を負う電力事業者として、責

任のある態度とは思えません。

　よって、九州電力株式会社においては、川内原子力発電再稼働に関して、下記の措置を講じるよ

う強く要望することを決議する。

記

　１、九州電力株式会社は、水俣市において住民説明会を開催すること。

 請願書  
九州看護福祉大学分校誘致に関する請願

　水俣市芦北郡医師会管内の看護師並びに介護福祉士不足に対し、これを改善するため九州看護福

祉大学の分校の誘致を願うものである。
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問　

土
砂
災
害
警
戒
区
域

特
別
警
戒
区
域
の
指
定
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

答　

水
俣
市
の
現
状
は
、

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所

が
２
７
６
カ
所
、
土
石
流

危
険
渓
流
が
１
１
１
カ

所
、
地
す
べ
り
危
険
箇
所

が
１
カ
所
の
計
３
８
８
カ

所
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
区

域
の
指
定
済
み
の
箇
所
が

２
０
３
カ
所
、
指
定
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
公
表

中
の
箇
所
が
98
カ
所
、
調

査
中
の
箇
所
が
87
カ
所
と

な
っ
て
お
り
、
土
砂
災
害 中村　幸治  議員

水俣市の危険箇所の把握
はどうなっているのか　

恋
路
島
の
活
用
を
ど
う
す
る
の
か

土
砂
災
害
危
険
住

宅
促
進
事
業
と
は

警
戒
区
域
及
び
特
別
警
戒

区
域
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

全
体
の
52
％
に
な
っ
て
い

る
。

問　

熊
本
県
が
創
設
し
た

土
砂
災
害
危
険
住
宅
移
転

促
進
事
業
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か

答　

こ
の
事
業
は
、
土
砂

災
害
か
ら
県
民
の
生
命
及

び
身
体
を
守
る
た
め
、
危

険
区
域
か
ら
の
移
転
を
促

進
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
今
年
創
設
さ
れ
た
県

の
単
独
補
助
事
業
で
あ

る
。
補
助
金
の
交
付
要
件

は
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
や
指
定
に
は
至
っ
て

い
な
い
公
表
中
の
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
に
相
当

す
る
区
域
に
あ
る
住
宅
を

除
却
し
、
区
域
外
に
住
居

を
移
転
す
る
こ
と
。
補
助

対
象
経
費
は
、
住
宅
除
却
、

移
転
経
費
、
住
宅
の
建

設
、
購
入
な
ど
で
一
戸
あ

た
り
の
補
助
額
の
上
限
は

３
０
０
万
円
で
あ
る
。

問　

土
砂
災
害
危
険
住
宅

移
転
促
進
事
業
の
受
付
開

始
が
７
月
上
旬
の
予
定
に

な
っ
て
い
る
が
、
市
の
窓

口
は
ど
こ
に
な
る
の
か

答　

窓
口
は
防
災
生
活
課

と
し
て
い
る
が
、
必
要
が

あ
る
場
合
は
担
当
課
へ
つ

な
ぐ
こ
と
に
し
て
い
る
。

と
、
観
光
振
興
に
つ
い
て

は
、
湯
の
児
、
湯
の
鶴
の

温
泉
地
や
エ
コ
パ
ー
ク
と

恋
路
島
の
活
用
な
ど
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

エ
コ
パ
ー
ク
等
の
地
域
資

源
と
連
携
し
た
活
用
策
を

「
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

恋
路
島
の
利
用
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か

答　

市
で
は
、
近
年
は
恋

路
島
を
利
用
す
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
市
民
ま
た
は
市
民
以

外
の
方
か
ら
は
、
野
外
活

動
、
植
生
調
査
、
自
然
観

察
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
入
島
申
請
は
、
平
成

24
年
度
は
５
件
で
６
日
間

延
べ
１
３
３
人
、
平
成
25

年
度
は
３
件
で
３
日
間
延

べ
36
人
、
平
成
26
年
度

は
２
件
で
15
日
間
延
べ

１
１
１
人
が
入
島
し
て
い

る
。

問　

今
後
、
恋
路
島
の
活

用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か

答　

恋
路
島
は
、
有
効
な

地
域
資
源
で
あ
り
、
昨
年
、

第
５
次
水
俣
市
総
合
計
画

の
第
２
期
基
本
計
画
を
策

定
す
る
際
に
行
っ
た
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

恋路島
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湯
出
地
域
の
地
域
振
興
と

水
源
地
の
保
全
は

ひ
と
り
親
家
庭
の

支
援
に
つ
い
て

原
子
力
発
電
所
か

ら
出
る
高
レ
ベ
ル

廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
に
関
す
る
自

治
体
向
け
説
明
会

に
つ
い
て

犬
、
猫
な
ど
の
殺
処
分
を
減
ら
す

取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

再
稼
働
す
れ
ば
、
核

の
ゴ
ミ
が
貯
ま
り
続
け
る

こ
と
に
な
る
が
、
国
の
説

明
は
、
ど
う
だ
っ
た
の
か

答　

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
か
ら

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
に
向
け
た
状

況
、
地
層
処
分
の
理
由
な

ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

問　

現
在
国
内
に
は
、
広

島
型
原
爆
の
１
２
０
万
発

分
の
核
の
ご
み
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
市
は

原
発
再
稼
働
を
ど
う
思
う

か答　

市
民
の
安
全
安
心
が

守
れ
な
い
中
で
は
、
賛
成

出
来
な
い
。

問　

湯
の
鶴
観
光
振
興
計

画
の
成
果
は

答　

平
成
22
年
に
約
１
万 

４
千
人
ま
で
落
ち
込
ん
で

い
た
が
、
平
成
25
年
に
は

約
３
万
８
千
人
ま
で
増
加
。

「
鶴
の
屋
」
や
保
健
セ
ン

タ
ー
「
ほ
た
る
の
湯
」
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
地

元
住
民
と
の
協
議
の
上
、

意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
。

問　

ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
の

計
画
は
、
進
ん
で
い
る
か

答　

計
画
地
に
は
、
国
有

地
が
存
在
し
て
お
り
、
市

へ
の
払
い
下
げ
を
国
に
求

め
る
。
事
業
者
の
太
陽
光

発
電
の
収
益
か
ら
公
園
化

構
想
と
い
う
計
画
を
住
民

が
了
承
し
た
場
合
の
み
、

土
地
の
賃
貸
契
約
を
結
ぶ
。

藤本　壽子  議員

一人親家庭の支援の為
女性の安定した働き場を

問　

ど
の
よ
う
な
支
援
が

あ
る
の
か

答　

児
童
扶
養
手
当
、
医

療
費
助
成
、
母
子
家
庭
等

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
、

日
常
生
活
支
援
事
業
、
自

立
支
援
員
が
資
格
取
得
や

就
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

問　

ひ
と
り
親
家
庭
の
貧

困
を
防
ぐ
た
め
、
安
定
し

た
昼
間
出
来
る
仕
事
を
増

や
せ
な
い
か

答　

今
後
、
考
え
て
行
き

た
い
と
思
う
。

問　

殺
処
分
の
状
況
は

答　

だ
ん
だ
ん
減
少
し
、

犬
は
、
平
成
26
年
で
３
頭
。

猫
は
、
73
匹
で
あ
る
。
市

と
し
て
は
、
11
月
に
動
物

愛
護
祭
を
開
催
し
、
飼
い

主
へ
の
指
導
や
捕
獲
し
た

子
犬
の
里
親
探
し
も
実
施

し
、
殺
処
分
を
減
ら
す
。

問　

今
後
は
、
猫
の
捕
獲

が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
地
域
に
い
る
野
良

猫
や
犬
へ
の
不
妊
、
去
勢

の
手
術
代
の
補
助
は
、
考

え
ら
れ
な
い
か

答　

地
域
の
実
情
も
聞
き

な
が
ら
必
要
で
あ
れ
ば
検

討
し
て
い
く
。

問　

水
俣
保
健
所
で
水
俣

市
は
狂
犬
病
予
防
注
射
の

接
種
率
が
低
い
と
聞
い
た

が
、
周
知
方
法
は

答　

広
報
紙
で
毎
回
広
報

を
行
う
。
封
書
で
通
知
を

し
て
い
る
。
接
種
率
は
、

平
成
24
年
度
は
、
66
％
、

25
年
度
は
、
60
％
、
26
年

度
は
61
％
だ
っ
た
。

ほたるの湯
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危険な空き家については
行政代執行も決断すべし

谷口　明弘  議員

問　

国
は
空
き
家
対
策
に

関
す
る
特
別
措
置
法
を
施

行
し
た
が
、
水
俣
市
の
空

き
家
の
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か

答　

相
談
件
数
は
７
０
０

件
。
水
俣
市
が
独
自
に

「
空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
関
す
る
条
例
」
を
平
成

25
年
７
月
１
日
に
施
行
し

て
か
ら
平
成
27
年
５
月
末

現
在
、
36
件
の
相
談
を
受

け
、
そ
の
内
15
件
が
解
決

済
み
。
残
り
は
対
応
継
続

中
。
そ
の
内
３
件
に
つ
い

て
は
所
有
者
に
勧
告
書
を

俣
市
の
不
動
産
業
者
を
紹

介
し
相
談
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

相
談
を
し
た
住
民
に

と
っ
て
は
切
実
な
問
題
で
、

放
置
さ
れ
た
空
き
家
が
撤

去
さ
れ
な
い
限
り
安
心
安

全
な
生
活
が
戻
ら
な
い
が

行
政
の
代
執
行
を
行
う
考

え
は
あ
る
の
か

答　

市
の
ス
タ
ン
ス
と
し

て
は
、
出
来
る
だ
け
所
有

者
と
の
話
し
合
い
で
解
決

問　

東
部
地
域
の
簡
易
水

道
を
市
の
水
道
に
統
合
を

進
め
て
い
る
が
、
住
民
か

ら
工
事
金
額
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
る
と
聞
く
が
ど

の
よ
う
な
原
因
か

答　

配
水
管
か
ら
各
家
庭

へ
の
給
水
管
敷
設
工
事
費

用
は
自
己
負
担
だ
が
、
当

初
の
見
積
り
よ
り
、
高
額

で
あ
っ
た
り
、
個
人
間
で

工
事
費
に
差
が
あ
っ
た
事

が
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
。

問　

今
後
、
こ
の
よ
う
な

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、

業
者
や
水
道
組
合
に
対
し

て
事
前
の
見
積
価
格
の
提

示
や
工
事
方
法
の
事
前
打

ち
合
わ
せ
を
徹
底
す
る
よ

う
指
導
助
言
を
お
願
い
し

た
い
。
ま
た
、
高
齢
者
が

特
に
多
い
地
域
性
も
勘
案

し
て
、
何
ら
か
の
補
助
制

度
を
検
討
し
て
欲
し
い

答　

市
と
し
て
も
施
工
業

者
に
、
十
分
な
説
明
を
行

う
よ
う
お
願
い
し
、
住
民

の
皆
さ
ん
や
簡
易
水
道
組

合
に
も
協
力
を
お
願
い
し

て
い
く
。
既
存
施
設
の
撤

去
費
用
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
補
助
な
ど
考
え
て
い

な
い
が
地
元
と
今
後
協
議

し
た
い
。

送
付
し
て
い
る
状
況
。

問　

勧
告
を
送
付
し
た
３

件
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
状
況
か

答　

平
成
26
年
２
月
17
日

に
２
件
、
平
成
26
年
６
月

３
日
に
１
件
。
簡
易
書
留

で
勧
告
書
を
送
付
。
そ
の

内
２
件
に
つ
い
て
は
近
く

の
住
民
と
売
買
の
話
が
出

て
い
る
が
思
う
よ
う
に
進

ん
で
い
な
い
。

　

１
件
に
つ
い
て
は
、
水

危
険
な
空
き
家

の
解
決
は
い
つ

簡
易
水
道
の
統
合
に
つ
い
て

　

そ
の
他
、
自
主
財
源
を
増
や
す
手
段
と
し
て
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
と
質
問
し
ま

し
た
。

を
行
え
る
も
の
な
ら
と
考

え
て
い
る
。
案
件
そ
れ
ぞ

れ
の
事
情
に
よ
っ
て
違
う

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に

判
断
し
た
い
。

新設された市水道中継タンク（中鶴）
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問　

法
律
や
条
例
は
憲
法

の
下
で
作
ら
れ
る
こ
と
、

及
び
戦
後
の
出
発
は
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
受
諾
だ
が
６
項

と
８
項
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か

答　

法
治
国
家
で
は
、
憲

法
の
下
で
作
ら
れ
る
。
条

例
は
憲
法
94
条
を
根
拠
と

し
て
制
定
さ
れ
る
。
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
６
項
は
「
日
本

国
民
を
欺
き
、
世
界
征
服

に
乗
り
出
す
過
ち
を
犯
さ

せ
た
勢
力
と
軍
国
主
義

を
取
り
除
く
。」
８
項
は

「
カ
イ
ロ
宣
言
の
履
行
と

日
本
国
の
主
権
は
本
州
、

北
海
道
、
九
州
、
四
国
な

ら
び
に
我
々
が
決
定
す
る

諸
小
島
に
限
る
。」

問　

教
科
書
会
社
は
数
社

あ
り
、
私
は
購
入
し
て
読

ん
だ
。
唯
一
の
地
上
戦
に

な
り
県
民
の
20
万
人
が
犠

牲
と
な
っ
た
沖
縄
戦
に

つ
い
て
「
逃
げ
場
を
失

い
、
集
団
自
決
に
追
い
込

ま
れ
た
人
た
ち
が
い
ま
し

た
」
と
だ
け
書
い
て
、「
日

本
兵
に
よ
っ
て
」
と
言
う

記
述
が
な
い
も
の
が
あ
る
。

教
科
書
は
歴
史
的
事
実
を

書
き
、
憲
法
の
国
民
主
権

な
ど
を
正
確
に
記
載
し
て

い
る
も
の
が
選
定
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が

か

野中　重男  議員

安全保障関連法案
法律や条例は憲法の下で作られ
る（市長答弁）

答　

水
俣
、
芦
北
、
津
奈

木
で
教
科
書
を
選
定
す
る

先
生
や
専
門
家
を
依
頼
し

て
い
る
。
教
科
書
は
教
育

委
員
会
が
選
ぶ
。
教
科
書

選
定
の
基
準
に
つ
い
て
県

か
ら
も
指
針
が
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
に
歴
史
的

事
実
や
憲
法
の
諸
規
定
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
と

言
う
項
目
も
あ
る
。
こ
れ

ら
を
も
と
に
選
定
し
て
い

き
た
い
。

問　

体
育
館
の
障
が
い
者

の
利
用
実
態
は
つ
か
ん
で

い
る
か
。
ま
た
、
他
市
町

村
で
は
割
引
し
て
い
る
か
。

障
が
い
者
の
割
引
制
度
を

つ
く
る
べ
き
で
あ
る

答　

利
用
実
態
は
つ
か
ん

で
い
な
い
。
近
隣
で
は
熊

本
、
人
吉
、
出
水
市
で
実

施
し
て
い
る
。

　

水
俣
市
も
実
施
に
向
け

て
前
向
き
に
検
討
は
始
め

る
。

安
全
保
障
関
連

法
案

来
年
か
ら
の
中

学
校
社
会
科
と

公
民
の
教
科
書

市
体
育
館
で
の
障
が
い
者
割
引
制
度障がい者スポーツ大会（写真：広報みなまた）
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問　

市
内
全
域
の
空
き
家

調
査
は

答　

国
の
「
地
域
活
性

化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
交
付
金
事
業
」
を

活
用
し
て
、
市
内
全
域
に

お
い
て
空
き
家
の
実
態
調

査
を
業
務
委
託
す
る
。
空

き
家
の
所
有
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
貸
し
た
い
、

売
り
た
い
な
ど
利
活
用
の

意
向
調
査
を
考
え
て
い
る
。

牧下　恭之  議員

５
歳
児
健
診
実
施
を
！

教　

育　

問　

題

問　

高
校
生
ま
で
医
療
費

無
料
化
を
し
な
い
の
か

答　

中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
医
療
費
無
料
化
の
実
施

か
ら
、
ま
だ
９
カ
月
で
あ

る
現
状
を
踏
ま
え
、
年
間

の
医
療
費
助
成
総
額
の
推

移
を
見
な
が
ら
、
高
校
生

ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化

に
つ
い
て
、
慎
重
に
判
断

し
た
い
。

療
育
へ
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

問　

就
学
時
療
育
の
必
要

性
は

答　

就
学
後
の
療
育
の
必

要
性
は
、
十
分
に
認
識
し

て
い
る
。
早
い
時
期
に
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
が
市
内
に
て
実
現
へ

努
力
し
て
い
き
た
い
。

高校生まで医療費無料化を

空
き
家
・
廃
屋
対
策

問　

５
歳
児
健
診
の
実
施

を答　

５
歳
児
健
診
と
同
様

な
目
的
で
保
育
園
や
幼
稚

園
を
、
保
健
師
、
療
育
相

談
員
、
教
育
主
事
、
児
童

相
談
員
な
ど
の
関
係
機
関

の
職
員
が
訪
問
し
て
い
る
。

各
関
係
機
関
と
の
密
接
な

連
携
に
よ
り
、
発
達
障
が

い
児
の
早
期
発
見
、
早
期

問　

教
育
費
が
他
市
と
比

較
し
て
少
な
い
が

答　

単
純
に
比
較
す
る
の

は
難
し
い
が
、
弾
力
的
な

予
算
措
置
を
行
い
、
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

問　

読
書
が
子
ど
も
に
与

え
る
影
響
は

答　

子
ど
も
た
ち
が
、
豊

か
な
心
を
持
ち
、
正
し
く

判
断
し
、
行
動
す
る
力
を

育
む
た
め
に
、
読
書
は
と

て
も
大
切
で
あ
る
。

問　

学
校
図
書
予
算
が
全

国
平
均
に
は
程
遠
い
が

答　

平
成
26
年
度
の
当
初

予
算
に
お
け
る
全
国
の

小
学
校
１
校
当
た
り
の

平
均
図
書
費
は
４
５
９
，

７
８
０
円
。
水
俣
市
は
小

学
校
１
校
あ
た
り
２
９
０
，

５
７
１
円
で
金
額
だ
け
で

比
較
す
る
と
下
回
る
結
果

と
な
る
。

問　

特
別
支
援
学
級
の
生

徒
数
が
年
々
増
え
て
い
る

が
、
支
援
員
数
は
対
応
で

き
て
い
る
か

答　

通
常
の
学
級
で
の
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

児
童
生
徒
や
特
別
支
援
学

級
の
児
童
生
徒
は
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
別

支
援
教
育
支
援
員
も
そ
れ

に
対
応
し
、
各
学
校
の
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
、
配

置
し
て
い
る
。
学
校
の
現

状
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
適

切
な
人
員
配
置
に
努
め
る
。

水俣市立図書館
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ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
の
一
体
化
を
！

市長のまちづくりへの
スタンスは！

問　

市
長
就
任
か
ら
一
年

が
経
過
、
第
二
期
基
本
計

画
中
、「
初
恋
の
ま
ち
づ

く
り
」
が
唯
一
掲
載

　

市
内
商
店
街
の
活
性
化

に
波
及
効
果
を
及
ぼ
す
施

策
に
展
開
す
べ
き
と
思
う

が
い
か
が
か

答　

恋
路
島
の
桟
橋
の
改

修
を
始
め
、
恋
人
の
ま
ち

づ
く
り
も
地
域
資
源
と
合

わ
せ
た
活
性
化
策
を
検
討

し
た
い
。

問　

広
域
で
の
観
光
振
興

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

新
幹
線
の
全
線
開
通
や

自
動
車
道
の
開
始
を
見
据

え
れ
ば
、
広
域
観
光
の
役

割
は
大
。
具
体
策
は

答　

出
水
市
や
八
代
市
、

上
天
草
市
と
は
連
携
を

取
っ
て
い
る
が
御
所
浦
町

問　

海
の
玄
関
口
、
百
間

港
に
目
を
向
け
る
べ
き
。

　

航
路
に
つ
い
て
は
百
間

港
桟
橋
が
水
俣
市
唯
一

の
海
の
玄
関
口
。
水
俣
・

獅
子
島
航
路
は
平
成
26
年

度
１
０
，
２
９
１
人
。
水

俣
・
御
所
浦
海
上
タ
ク

シ
ー
は
４
，
４
２
０
人
が

利
用
。
観
光
施
策
に
反
映

問　

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
の

連
携
を
促
し
、
地
域
活
性

化
を

　

市
は
先
頃
「
ス
ポ
ー
ツ

と
観
光
だ
か
ら
み
な
ま

た
！
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
発
行
し
た
。

　

出
水
市
は
競
技
場
周
辺

に
合
宿
施
設
を
併
設
。
観

光
交
流
課
、
市
民
ス
ポ
ー

ツ
課
を
始
め
関
係
機
関

岩阪　雅文  議員

海
の
玄
関
口  

百
間
港
に
も
っ
と

光
を
当
て
よ
う
！

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
海
上
タ
ク
シ
ー
の
定
期

化
、
増
便
な
ど
利
便
性
の

向
上
に
努
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

待
合
室
も
建
設
か
ら
30

年
。
老
朽
化
し
団
体
客
や

高
齢
者
に
不
便
。
改
修
等

と
は
厳
し
い
。

対
策
を
講
じ
る
考
え
は
な

い
か

答　

水
俣
・
獅
子
島
航
路

に
つ
い
て
は
、
通
院
や
買

物
な
ど
で
の
経
済
効
果
も

大
き
く
航
路
維
持
に
努
め

る
。

　

海
上
タ
ク
シ
ー
の
利
便

性
向
上
に
つ
い
て
は
、
利

用
状
況
の
推
移
を
注
視
、

増
便
や
定
期
運
行
に
つ
い

て
は
本
市
に
協
議
が
あ
れ

ば
検
討
す
る
。
待
合
室
の

老
朽
化
に
つ
い
て
は
、
対

策
を
検
討
す
る
。

と
連
携
、
平
成
25
年
度

９
１
３
人
を
誘
致
。

　

薩
摩
川
内
市
は
観
光
課

と
同
列
に
ス
ポ
ー
ツ
対

策
監
を
設
置
、
誘
致
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
三

重
県
熊
野
市
は
観
光
・
ス

ポ
ー
ツ
課
を
設
置
。
誘
致

に
力
を
入
れ
て
い
る

答　

引
き
続
き
経
済
観
光

課
等
関
係
機
関
と
連
携
し

Ｐ
Ｒ
誘
致
に
努
め
る
。

問　

ロ
ー
ズ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
は
今
年
３
回
目
。
情
報

発
信
、
経
済
効
果
に
貢
献
。

主
催
者
か
ら
、
受
付
窓
口

運
営
ス
タ
ッ
フ
、
運
搬
手

段
等
具
体
的
要
望
が
あ
る
。

ど
う
対
策
を
講
じ
る
の
か

答　

大
会
は
年
々
参
加

者
も
増
加
、
円
滑
に
運
営
。

大
会
の
継
続
を
願
い
、
協

力
依
頼
が
あ
れ
ば
ど
う
支

援
で
き
る
か
協
議
す
る
。

（第２期基本計画）

第２回みなまたローズマラソン

百間港フェリー乗り場
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問　

財
政
力
の
弱
い
少
数

世
帯
の
自
治
会
で
は
、
防

犯
灯
の
設
置
数
が
そ
も
そ

も
少
な
い
上
、
一
戸
あ
た

り
の
負
担
も
重
い
。
配
慮

が
必
要
で
は
な
い
か

答　

防
犯
灯
に
対
し
て
は

平
等
に
補
助
金
を
出
し
て

き
た
が
、
指
摘
の
点
に
つ

い
て
議
論
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
今
後
議
論
し
て

い
き
た
い
。

問　

ほ
と
ん
ど
の
自
治
会

長
が
自
主
防
災
組
織
の
責

任
者
を
兼
ね
る
な
ど
任
務

が
重
く
な
っ
て
い
る
。
担

い
手
を
増
や
す
た
め
に
も

広
く
市
民
を
対
象
に
自
治

会
運
営
に
つ
い
て
学
ぶ
場

を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か

髙岡　朱美  議員

土
砂
災
害
避
難
場
所
の
確
保
を

答　

自
治
会
長
さ
ん
た
ち

は
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
役
員
な
ど
に

る
よ
う
働
き
か
け
て
は
ど

う
か

答　

人
事
案
件
な
の
で
担

当
部
局
と
協
議
の
上
、
検

討
し
て
い
く
。
徳
富
本
家

は
、「
水
俣
書
道
」
と
い

う
私
塾
が
置
か
れ
て
い
た

場
所
。
薩
軍
幹
部
も
滞
在

す
る
な
ど
由
緒
あ
る
建
物

だ
が
、
こ
れ
ま
で
本
格
的

に
調
査
を
し
て
い
な
い
。

ま
ず
は
建
築
年
代
な
ど
調

査
を
し
た
上
で
検
討
す
る
。

も
学
び
が
還
元
さ
れ
る
よ

う
な
方
法
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

人口減少地域の自治会に
財政的配慮を

問　

土
砂
災
害
避
難
場

所
と
し
て
指
定
取
り
消
し

に
な
っ
た
深
川
小
体
育
館
。

代
わ
り
に
指
定
さ
れ
た
の

は
、
収
容
人
数
80
名
の
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
20
名

の
深
川
駅
跡
だ
が
、
避
難

対
象
者
は
５
０
０
名
に
の

問　

全
国
に
歴
史
フ
ァ
ン

は
多
い
。
西
南
戦
争
、
淵

上
毛
錢
な
ど
水
俣
に
あ
る

歴
史
的
史
料
を
観
光
資
源

と
し
て
活
か
し
、
新
た
に

交
流
人
口
を
増
や
す
考
え

は
な
い
か

答　

現
在
水
俣
探
訪
歴
史

コ
ー
ス
と
い
う
の
を
提
供

し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
新

た
に
提
案
の
あ
っ
た
施
設

も
加
え
て
い
け
な
い
か
検

討
し
て
み
る
。

問　

歴
史
的
史
料
を
扱
う

場
合
は
、
事
実
の
裏
付
け

や
展
示
を
専
門
的
に
や
っ

て
く
れ
る
学
芸
員
が
必
要

だ
が
、
配
置
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
水
俣
に
は
資
料
館

が
な
い
ま
ま
だ
が
、
空
き

家
に
な
っ
て
い
る
徳
富
家

本
家
を
寄
贈
し
て
も
ら
え

ぼ
る
。
非
常
に
不
安
だ
。

何
か
対
策
は
な
い
の
か

答　

財
政
的
に
新
築
は
厳

し
い
。
既
存
の
民
間
施
設

な
ど
の
利
用
が
で
き
な
い

か
検
討
す
る
。

西
南
戦
争
、
淵
上
毛
錢
な
ど
水
俣
に

あ
る
歴
史
的
史
料
を
観
光
資
源
に

問　

今
年
ス
タ
ー
ト
し
た

熊
本
県
土
砂
災
害
危
険
住

宅
移
転
促
進
事
業
は
、
危

険
地
帯
に
あ
る
個
人
住

宅
の
移
転
費
用
を
最
大

３
０
０
万
円
ま
で
補
助
す

る
制
度
だ
が
、
こ
れ
を
地

域
の
避
難
所
の
移
転
、
ま

た
は
施
設
拡
充
に
も
適
応

で
き
な
い
か
は
た
ら
き
か

け
て
は
ど
う
か

答　

県
に
相
談
す
る
。

深川生涯学習センター

薩軍慰霊碑（古城城山公園内）
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年
度
は
19
・
１
％
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
人
は
産
業
医
の

面
談
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
昨
年
の
延
べ
人

数
は
４
４
６
人
で
、
実
際

に
面
談
を
受
け
た
人
は
い

な
か
っ
た
。

問　

超
勤
の
報
告
を
求
め

る
な
ら
、
超
勤
を
減
ら
す

た
め
に
活
用
し
て
ほ
し

い
。
全
体
の
仕
事
量
を
減

ら
さ
な
け
れ
ば
、
定
時
退

勤
を
勧
め
て
も
意
味
が
な

い
。
家
庭
だ
ん
ら
ん
を
勧

め
て
い
る
先
生
た
ち
自
身

が
家
庭
だ
ん
ら
ん
が
で
き

問　

教
職
員
の
勤
務
時
間

記
録
報
告
書
か
ら
見
え
る

問
題
点
は
何
か
。
超
過
勤

務
は
減
っ
て
い
る
の
か
。

と
く
に
、
超
勤
が
月
間

１
０
０
時
間
を
超
え
る
人

の
割
合
は
減
っ
て
い
る
の

か答　

月
に
１
０
０
時
間
以

上
ま
た
は
２
カ
月
平
均
が

60
時
間
以
上
の
超
勤
は
中

学
校
に
多
い
。
ま
た
、
原

因
の
一
つ
に
土
、
日
の
部

活
動
指
導
が
あ
る
。
月
に

１
０
０
時
間
を
超
え
る
人

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
昨田中　睦  議員

超過勤務  月間１００時間以上
増加傾向  先生たち５人に１人

て
い
な
い
。
学
校
現
場
で

は
、
新
し
い
こ
と
に
取
り

組
む
と
き
に
は
何
か
を
や

め
る
と
い
う
発
想
と
勇
気

が
必
要
で
は

答　

先
生
方
の
健
康
が
大

切
だ
と
思
う
が
、
手
立
て

は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
。
今
後
も
実
態
を
把
握

し
な
が
ら
超
勤
縮
減
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
通
り
事
業
の
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
。

問　

フ
ッ
化
物
洗
口
実
施

に
向
け
て
の
日
程
は

答　

10
月
の
実
施
に
向
け
、

７
月
に
各
学
校
に
具
体
的

な
実
施
手
順
な
ど
の
説
明

会
を
開
催
し
、
保
護
者
へ

の
意
向
調
査
、
希
望
者
へ

の
事
前
練
習
を
行
う
予
定

だ
。

問　

実
施
要
綱
が
現
場
に

下
ろ
さ
れ
て
い
な
い
し
、

今
年
度
に
な
っ
て
一
度
も

海に向かって祈る石像（親水護岸）

水俣第一小学校

教
職
員
の
超
過
勤
務
は
減
っ
て

い
る
の
か

水
俣
病
問
題
、
患
者
・
被
害
者
の
声

を
国
・
県
に
伝
え
て

フ
ッ
化
物
洗
口
の
実
施

性
急
過
ぎ
は
し
な
い
か

学
校
へ
の
説
明
会
が
開
か

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
説

明
を
受
け
た
保
護
者
が
４

割
で
は
、
ま
だ
説
明
が
不

十
分
だ
。
10
月
実
施
は
性

急
過
ぎ
る

答　

職
員
に
は
夏
休
み
を

利
用
し
て
丁
寧
に
説
明
し

て
理
解
を
深
め
て
い
き
た

い
し
、
10
月
実
施
に
向
け

て
、
学
校
側
と
話
し
合
い

の
場
を
設
け
て
い
く
。

問　

水
俣
病
は
公
式
確
認

か
ら
来
年
で
60
年
を
迎
え

る
が
、
全
面
解
決
に
は
程

遠
い
現
状
に
あ
る
と
思
う
。

市
長
の
現
状
認
識
は

答　

現
在
も
苦
し
み
救
済

を
求
め
る
方
々
の
心
の
内

を
思
う
と
心
が
痛
む
。
特

措
法
に
関
し
て
も
不
満
が

残
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
全
面
解
決
の
た
め

に
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題

が
多
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

全
面
解
決
に
向
け
て

の
姿
勢
と
方
策
は

答　

患
者
や
被
害
者
の
声

は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
市

民
の
声
を
国
や
県
に
伝
え

て
い
く
。
患
者
や
被
害
者
、

そ
の
ご
家
族
が
安
心
、
安

全
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

き
め
細
や
か
な
対
応
に
努

め
る
。
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（平成27年５月～６月）

5月1日　各派代表者会議（初議会は5月13日と
決定）

　　　　　水俣病犠牲者慰霊式（エコパーク水俣
親水護岸）

5月13日　平成27年第2回水俣市議会臨時会開
会（正副議長に福田斉、谷口眞次）

5月22日　議会運営委員会で6月定例会の会期に
ついて協議（会期6月12日～7月2日）

65
2
0
1
5
年（
平
成
2
7
年
）７
月
1
5
日
発
行

　

４
月
の
選
挙
で
当
選
し
た
16
名

の
中
か
ら
新
人
議
員
４
名
を
含
め

た
計
８
名
で
、
編
集
委
員
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
７
月
２
日
議
会
閉
会
、

７
月
15
日
議
会
だ
よ
り
発
行
と
、

新
メ
ン
バ
ー
に
締
切
り
日
と
い
う

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
状
況
で
、

作
業
に
入
り
ま
し
た
。

　

新
人
議
員
に
と
っ
て
は
初
め
て

の
事
で
、
作
業
手
順
等
も
理
解
で

き
な
い
ま
ま
で
の
作
業
で
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
８
名
の

編
集
委
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に

よ
っ
て
、
無
事
初
回
を
発
行
す
る

事
が
で
き
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
、
で
き
具
合

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら

も
読
み
や
す
い
紙
面
を
つ
く
る
よ

う
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

編集委員の一言
・中村幸治
　８名の編集員の１人としてチームワークでがんばって
いきます。

・髙岡朱美
　新人の強みを生かし、難しいことをわかりやすく伝え
られるようがんばります。

・桑原一知
　常に新しい情報を、分かりやすい議会だより作成に努
めます。

・小路貴紀
　市政の取り組みを共感していただけるよう頑張ります。
・田中　睦
　見やすい紙面づくりを心がけましたが、さて、できば
えは…！？

・谷口明弘
　読みやすい紙面作りを心がけていきます。
・福田　斉
　分りやすく、見やすい紙面づくりに努めます。
・藤本壽子
　議長副議長のあいさつにもあったよう提案型議会の実
現に向け編集委員の１人として頑張りたいと思います。

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

　
　

委
員
長　

中
村　

幸
治

　
　

副
委
員
長　

髙
岡　

朱
美

　
　

委　
　

員　

桑
原　

一
知

　
　
　
　

〃　　
　

小
路　

貴
紀

　
　
　
　

〃　　
　

田
中　

睦

　
　
　
　

〃　　
　

谷
口　

明
弘

　
　
　
　

〃　　
　

福
田　

斉

　
　
　
　

〃　　
　

藤
本　

壽
子

　
議
会
事
務
局
職
員　

山
口　

礼
浩

市議会の様子を見てみたいけど、どうすればいいの？
当日も、後日でもインターネットで見ることができます

5月25日　熊本県市議会議長会開催（湯の児海と

夕やけ）

6月10日　新人議員勉強会実施

6月12日　平成27年第3回水俣市議会定例会開会

6月23日　一般質問、質疑

　～25日

6月26日　各常任委員会

6月29日　水俣市政治倫理条例検証特別委員会

　　　　　（政治倫理条例について協議）

7月2日　6月議会閉会
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